
 

資格の大原 無断転載・複製を禁じます 

【的中問題！】 一部ご紹介致します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大原：直前対策模擬試験①－第12問 

 

本試験：第３問 

 

大原：公開模擬試験－第10問 

 

本試験：第６問 

 



無断転載・複製を禁じます 

 

令和６年度 中小企業診断士第１次試験 

○Ｇ  中小企業経営・中小企業政策 
 

【総評】 

令和６年度の本試験は、42問の設問数であり、出題内容別で見ると、中小企業経営が21

設問、中小企業政策が21設問と、例年どおりであった。 

難易度は、中小企業経営は例年どおりやや難しかったが、中小企業政策は定番論点で確

実に得点を積み重ねたいところである。全体的には難易度は例年並みであると考えられる。 

 

（中小企業経営） 

21設問のうち、『2023年版中小企業白書』からの出題が17設問、『2023年版小規模企業

白書』からの出題が２設問、その他が２設問であった。中小企業経営は、白書の特徴をし

っかり押さえられたかどうかが得点に大きく影響する。 

第２問・設問２（業種別小規模企業の付加価値額）、第３問（売上高経常利益率と自己

資本比率）、第４問（設備投資額の動向）、第６問（１企業当たりの売上高の推移）、第

９問・設問１（中小企業の海外展開の推移）、第10問（開業率と廃業率）を中心に、その

他の問題で可能な限り得点を積み重ねたい。 

 

（中小企業政策） 

21設問のうち、概ね例年どおりの頻出論点が取り上げられている。ただし、合格基準点

である60点を上回る得点を獲得するには、中小企業政策で、これまでに出題されたテーマ

をいかにミスせずに得点できたかがポイントとなるだろう。 

頻出論点である第17問（中小企業者・小規模企業者の範囲、中小企業基本法）、第18問

（マル経融資）、第21問（事業協同組合、高度化融資、投資育成株式会社等）、第22問

（経営革新計画）、第23問（下請代金法）などで得点を積み重ねたい。 

 

以上 


